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課題名
５５施設栽培の環境制御

１）抑制メロン栽熔に沿ける地中給気効果

分類 ①

試験研

究年次

６２～1年（完了）

Ｃ
ｒ

Ｉ目的抑制メロン栽培における簡易資材を利用した地中給気が、生育、収量、品質に及

ぽす影響について検討し、地下部環境制御技術改善の資料とする。－－－
Ⅱ試験方法

１供試品種南勝アールス秋冬系（八江種苗）
２試験実施場所園芸研究所施設圃場（ガラス室）３土壌条件中粗粒質黄色土
４試験区の構成

Ｉ区 無 処理

Ⅱ区ＯＫ式ドリップかん水ホースマイクロチューブ部分地下２０cm1埋設・１本／畝
Ⅲ区ＯＫ式ドリッブかん水ホースマイクロチューブ部分地下２０cm埋設・２本／畝

注）Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ区の給気処理は摘心後１０日目から収穣直前まで毎日、
コンプレッサーで地中給気処理を行った。

試験Ⅱ地中給気の期間一（６３年〕－

一試験区給気期間
Ｉ区 鉦 処理

Ⅱ区定植期～ネット発生終了期

Ⅲ区ネット発生終了期～収穫期

Ⅳ区定植期～収穫期

注）給気方法は有孔塩ビパイプを地下２０cmに

給気時間は処理期間中、毎日午前９時から

=蕪書辿毒雫拳暑苓些塞一
Ｉ区 鉦 処理

Ⅱ区７：００～８：００

皿区１３：００～１４：００

Ⅳ区１８：００～１９：００

1畝当たり２本埋設。

1時間とした。

注）給気方法は有孔塩ビパイプを地下２０cmに１畝当たり２本埋設

午前９時から１時間‘

給気期間はネット発生終了期から収穫期まで。．

５試験規模６２年１区３０株反復なし

６ 耕種概要

１
２
３
４
５
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く
く
く
く

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

６３年、１年１区１０株２反復

播種期８月１２日（６２年）８月１３日（６３年）８月１６日（１年）
定植期８月２７日（６２年）９月５日（６３年）９月３日（１年）
栽植密度畝幅１８０ｃｍ、株間３５ｃｍ

施肥量 ｌＯａ当たりＮ＝１５kg、Ｐ曾○厚＝１５kg、Ｋ９Ｏ＝１５kｇ
整枝法親づる１本仕立て１果どり

皿主要成果の概要

１給気方法は、ＯＫドリッブを１畝に２本設置する方法が効果は高いが、有孔塩ビパイプ
を敷設する方法が施工は容易で、反復使用することができる。
２生育は、給気処理により大きな差異は認められないが、収穫時の果重は給気処理により
増 加する。．

３給気処理の期間は、ネット発生終了期から収穫期まで、給気時間は午前７時から午後２
■

時までの間に１時間処理することで果重が増加し糖度も向上する。
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試 験区開花日成熟ネット果重糖度当甚一興肉厚

月日日９％ｃｎｌｃｍｃｍ

１区９．２３６４４．１２．８１８７９１４．３１５．３１５．２４．３

Ⅱ区９．２２６１３．８２．６２００２１２．９１６．２１５．４４．５

Ⅲ区９．２２６３４．０２．７２０９０１３．７１６．５１５．６４．４

注）ネット：密度１（粗）～５（密）、盛上１（弱）～５（強）

第２表地中給気の期間と果実の形質（６３年)~

試験区開花日成熟ネット果重糖度一塁一隻肉厚

月日日９％ｃｍｃｍｃｍ

I区９．２６６７３．８３．９１３０６１２．３１３．４１４．１３．４

Ⅱ区９．２５６６４．３３．４１６００１３．１１４．５１４．９３．６

m区９．２３６４４．４４．２１６２８１３．３１４．４１５．１３．７

注）ネット：密度１（粗）～５（密）、盛上１（弱）～５（強）

第３表地中給気の時間と果実の形質一（１年）

試験区開花日成熟ネツI、果重糖度一塁一室肉厚

月日日９％ｃｍｃｍｃｍ

Ｉ区１０．３７６２．８３，５１１４８１３．９１２．７１３．３３．３

Ⅱ区1０．３７５３．３３．３１２５７１４．５１２．８１３．５３．３

m区１０．２７５３．５３．２１２１６１４．２１２．８１３．６３．３

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１高品質メロン栽培技術として活用できる。

２地中給気用のコンプレッサーは、うねの長さ10m当たり圧力5kg/Cm2、最高圧力7kg/Ｃｌ､と、

タンク容量15リットルの能力を必要とするので、栽培面積に応じた給気装置（コンブレッ

サー等）を設置する。

Ⅵ今後の研究上の問題点

Ⅶ資料名６２年～１年度福岡県農業総合試験場園芸研究所野菜試験成績書


